
先月は東北地方で大きな地震がありました。世界では目を覆いたくなるような戦争も起こっ

ています。日常が日常であることって尊いものです。 

今月は、月に一度は「災害用伝言ダイヤル」の予行練習を！というお知らせです。何事も慣

れていないと、いざというときにうまく活用することができません。体験日に練習しておくこ

とをお勧めします。“携帯電話ありき”の時代ですが、合わせて公衆電話の使い方の確認・防災

グッズの見直しなどをしておくといいかもしれません。 

※「録音する・伝言を聞く電話番号」は自分で決めることもできますが、今回は「家族の中の

誰の番号に「録音する・伝言を聞く」かを決めておき、その番号に「録音する・伝言を聞く」

方法をご紹介します。家族で１つに決めておけば、誰がどの番号に伝言を残したのか混乱なく

確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て相談員だより 

  20２２．４月 

№３７ 

〒２７０－１５１６ 

千葉県印旛郡栄町安食９３８－１ 

ふれあいプラザさかえ １階 

子育て包括支援センター 子育て相談員 

URL http://www.town.sakae.chiba.jp/ 

Ｅメール kosodate＠town.sakae.chiba.jp 

～「災害用伝言ダイヤル」～ 

【体験利用日】 

・毎月１日と１５日  

００：００～２４：００ 

・正月三が日 

・防災週間  

８月３０日 ９：００ 

～９月５日 １７：００ 

・防災とボランティア週間  

１月１５日 ９：００ 

    ～１月２１日 １７：００ 

体験を継続するコツは「楽しさ」 

毎月の体験日の伝言は「今日は何 

食べたい？」「○〇のケーキを 

買ってきてほしい」などを録音。 

それを聞いた人は実行し、 

自分のリクエストも録音します。 

 

録音する場合      録音を聞く場合 

 

① 「１７１」に電話する。  （「イナイ」と覚える）  

    ↓               ↓ 

② 「１」を押す            

    ↓        

③ 家族で決めておいた電話番号を入力（携帯番号でも OK） 

    ↓      

④ 「１」を押す            

 

⑤ 伝言を 30 秒以内で録音 

※いきなり録音が始まると 

あわててしまうので 

「いつ、どこで、誰が、何を、 

どうしてる」など録音すべき 

内容を決めておく。 

    ↓ 

⑥ 「９」を押す 

 

●震度６以上の地震発生後３０分を目途に開始される 

●伝言できる件数は２０件まで 

●インターネットでも安否確認できる「災害用伝言板 web１７１」 

   （https://www.web171.jp/）もある 

② 「２」を押す 

   ↓   

 

     ↓ 

④ 「１」を押す 

     ↓ 

⑤ 伝言を聞く 

     ↓ 

⑥ 返事の伝言を録音する場 

合は「３」を押す 

     ↓ 

⑦ 伝言を３０秒以内で録音 

     ↓ 

⑧ 「９」を押す 

 

 

 

 

 

参考文献：マガジン「清流」 
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